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株主のみなさまへ

株主のみなさまには、ますますご清栄のこととお喜び申しあ

げます。

さて、当社第107期中間期（平成19年1月1日から平成19年6

月30日まで）の概況についてご報告申しあげます。

当上半期の内外の経済を顧みますと、米国経済は、住宅投

資の減速や設備投資の伸び悩みの影響を受けながらも、緩や

かな成長を続けました。欧州経済は、消費が着実に回復し、

内需の拡大が持続するなど総じて堅調に推移しました。アジ

ア経済は、中国を中心として高い成長を持続しました。わが

国経済は、企業収益が緩やかに伸びる中、設備投資が底堅く

推移し、また個人消費に持ち直しの動きが見られるなど、景

気は堅調に推移しました。為替相場は、前年上半期と比べて、

対米国ドル、対ユーロとも円安で推移しました。

関連市場の状況につきましては、一眼レフタイプのデジタ

ルカメラやカラーネットワーク複合機、カラーレーザビームプ

リンタの需要が大きく拡大しました。インクジェットプリンタ

は、単機能機から複合機へのシフトが更に進むとともに価格

競争が激しさを増しました。半導体用露光装置の需要は、回

復傾向を示しましたが、液晶用露光装置につきましては、液晶

パネルメーカーによる設備投資の抑制により需要が大幅に減

少しました。

このような経営環境の下、「グローバル優良企業グループ構

想フェーズ蠱（2006年～2010年）」の2年目を迎え、当社グルー

プは、価格競争がますます激化する市場において独自技術

で差別化した新製品を相次いで投入する一方、キーパーツの

内製化、生産の自動化および調達革新活動を更に推し進める

など、コスト競争力を高め、企業体質を強化するための様々

な施策に注力しました。

また、当社は、資本効率の向上を図り、将来の機動的な資

本戦略に備えるため、本年2月および3月に、約2千億円をもっ

て約3,100万株の自己株式の取得を実施いたしました。

当中間期の連結売上高は2兆1,667億円（前年同期比

11.0％増）、連結税引前当期純利益は4,061億円（同19.1％

増）、連結当期純利益は2,552億円（同19.1％増）、また、単

独売上高は1兆3,710億円（同8.3％増）、単独経常利益は

3,023億円（同22.8％増）、単独当期純利益は2,009億円（同

29.2％増）となり、いずれも過去最高額を更新しました。

当期の中間配当金につきましては、1株につき50円とし、

お支払い開始日を8月24日とさせていただきました。

当下半期につきましては、世界経済は引き続き堅調に推移

すると思われますが、原油をはじめとする資源の価格高騰、

金利の動向や市場における企業間競争の激化など、当社グ

ループを取り巻く経営環境は予断を許さない状況が続くと思

われます。このような状況下、当社グループは、当社創立70

周年の節目にあたる当期を好業績で締め括ることができるよう、

全力を尽くして経営にあたる所存です。

株主のみなさまにおかれましては、今後とも一層のご支援

ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成19年8月

代表取締役会長
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